




















(の 根元直径の推移

表 -2
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苗長 8 0Cπは, 3区分 とも優位であるが, 4 0 Cπは3区分とも劣っている。
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表-3 生 長 量 調 査 表

区 分

樹 局 根 一九 直 径

植 付

本 数
活着率
%

59年 3月

測 定 値

61年 H月 59年 3月

測 定 値

61∠:111月

苗 長 根  長 測定値 生長量 測定値 生長量

Cπ θπ

`π
ππ ππ 7π

80 20 30 71.4 155.1 83.7 8.5 28.4 19.9

員
υ 30 ｎ

υ 71.9 161.5 89.6 8.6 28.5 19,9

30 ０
０ 70.2 153.4 83.2 8.o 26.7 18.7

60 20 30 100 46.9 140.2 93.3 8.3 24.3 16.0

Ａ
υ

Ｏ
υ 45.7 148.1 102.4 8.4 25.1 16.7

10 30 93 43.0 120.5 77.5 7.9 20.2 12.3

40 20 30 25.3 lo3.7 78.4 7.0 16.7 9.7

30 ０
０ 24.8 100.9 76.1 6.6 14.4

Ｏ
Ｏ

10 30 ０
０ 23.9 102.0 78.1 6.5 14.3 7.8

対照区 30 29.9 103.2 73.3 14.6 7.5
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(1)樹高生長量は,苗長 60επの根長15翻 と20`π区及び苗長80C笏根長15m区が最も高い数値を示した。

(2 根元径は苗長80`η区が良好な数値を示した。

(3)根長別では,15επ区及び206π区が10磁区に比較して良い数値を示した。

(D 根長lo"区は,15 Cπ区及び 20鍬区に比較して樹高・根元径ともに低い数値を示した。

(D 対照区は,試験区に比較して樹高・根元径ともに低い数値を示した。

(0 活着率は,根長 100π区が最も低い数値を示した。

4.考  察

(1)植付時にかける根切り作業は必要であると考えられる。

(2 根切りは,活着率及び生長量に影響することが認あられることから苗長 (40鍬上 )に関係なく

15Cπ以下に根切 りしないように留意する必要があると考えられる。

(0 百長60θπ 根長 15～ 20 ιπ区が良好な生長を示 していることから,ス ギさし木苗の植付けにつ

いては,60`π程度の大苗を 15～ 20C琥 に根切 りして植付けすることが適当であると考えられるが,

さらに追跡調査 して結論を得たいと考えている。
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象 -3 生象そ及グ%堵幸調益象
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こノ )

調査結果及び考察を記入する。
状況写真は別途整理する。
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